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P s y c h i a t r y F o r u m

　うつ病は，ࣗࡴやब学・ब࿑ࠔ
೉など࿑ಇ人ޱ΁のӨڹが大きくࣾ
会的ଛ失がਙ大であるため，その
対ࡦはۓ٤の՝୊となっている。う
つ病の病ଶは多༷であり，現在の
うつ病਍அは症ީに基ͮいており，
病ଶを反映したバイオϚーΧーや٬
的਍அ法はいまだ確立されてい؍
ない。治療に関しても，બ୒的セϩ
トニン࠶取り込み્害薬（selective 
serotonin reuptake inhiCitor；
SS3I）などの抗うつ薬に反応しない
症ྫも多く存在している。そのよう
なഎܠから，われわれはうつ病の

神経回࿏ʖ分ࢠ病ଶに基ͮいたう
つ病の૚別化ٕज़開発とֵ新的਍
அ法の確立や，神経回࿏ҟৗを௚
઀的に調੔するֵ新的ඇ薬物治療
法の開発を進めている。そこで，本
では，まずうつ病の਍அ・治療ߘ
の現ঢ়と՝୊について֓આし，現
在進行中の೴画૾とػց学शを用
いた૚別化・਍அٕज़の開発と神
経回࿏調੔による新規治療ٕज़の
開発について紹介する。

͏ͭපの਍அɾ࣏ྍの現ঢ়
と՝୊

　うつ病は興味・تびの૕失，཈

うつ気分を中֩症ঢ়として，ೝ஌
能の低下や৯ཉ低下，ਭ຾障害ػ
などの多༷な症ީから構成される
症ީ群であり，എܠにはさまざま
な病ଶが想定される。現在の臨床
では，໰਍によって上هのような症
ঢ়のฉき取りを行い，DSM-5など
のૢ作的਍அ基४に基ͮいた，Χ
テΰリΧルな਍அが下される。ඪ
४的な治療として薬物療法が行わ
れるが，その効果や経աも患者に
よってҰ༷ではない。2006 年に報
告された大規໛調ࠪによると，࠷
ॳの抗うつ薬治療で׮ղにࢸる人
は約40％で，その後の治療を経
ても，׮ղにࢸる割合は70％に
ຬたない１）。近年，精神医学ྖҬ
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ɹ͏ͭපのࣾձ的ଛࣦ͸ਙେͰ͋Γɼͦのରࡦ͸ۓ٤の՝୊Ͱ͋るɻ現ࡏの͏ͭපྟচにおける໰୊͸ɼ診அ͕ݸਓ

のපଶ΍治療൓Ԡੑを൓ө͠ておΒͣɼ治療બ୒ࢬ΋ݶఆ的Ͱ͋Γɼ݁Ռと͠てඞͣ͠΋最దͳ治療͕ఏڙͰ͖てい

ͳい͜とͰ͋るɻຊߘͰ͸ɼͦΕΒの՝୊をղܾするために現ࡏ開発を進めている૚ผԽٕज़おΑͼ神ܦճ࿏ௐ੔ٕ

ज़にͭいて঺հするɻ
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